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研究成果の概要 

本チームは、生体内に豊富に存在する超硫黄分子の定量的かつ統合的オミックス解析技術と

生細胞での可視化計測技術を開発し（赤池 G・中林 G）、超硫黄分子特有の機能に着目した画期

的な医療基盤技術の開発を目指した研究を進めてきた（西田 G・西村 G）。 

世界最高峰の統合硫黄メタボローム解析技術をもつ赤池 G は、超硫黄分子を安定に捕捉する

アルキル化剤を開発し、島津製作所との連携により、定量性に富んだ質量分析法を確立した。ま

た、ナノ分子カプセルを用いて、環化八硫黄（S8）が哺乳類・ヒトの脂肪組織や細胞内脂肪滴に

mMオーダーで存在することを初めて示した。超硫黄分子は cysteinyl-tRNA synthetaseによって主

に生成されミトコンドリアのエネルギー代謝を調節していることも明らかにした。また、超硫黄ラマン

分光プロファイルをもとに、堀場製作所と共同開発しているラマン顕微鏡を用いて、脂肪細胞の S8

イメージングに成功した。さらに、超硫黄分子を介した新たな炎症応答制御機構や、新規の超硫黄

セレン代謝制御機構に加えて、ミトコンドリア病患者における超硫黄代謝異常を明らかにした。中

林Gは溶液中でタンパク質を液滴内に高濃度に濃縮する手法を開発し、タンパク質超硫黄構造の

検出を可能にした。西田・西村Ｇは、超硫黄選択的蛍光指示薬と H2S/HS-選択的蛍光指示薬とを

組み合わせた簡便なイメージング法や、タンパク質超硫黄化の網羅的検出法を構築し、それらを

駆使して、虚血心筋組織での硫黄異化が心不全の進行と相関すること、心筋細胞内の硫黄同化

（超硫黄分子の形成）が心臓の頑健性維持に働く可能性を示した。 
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